




  筋力低下、変形の進行に伴ない体位の固定・保持が困難になる筋ジス患者に

とって、抑制帯は不可欠なものであり、体位の固定という使用目的のみならず、

転倒転落の予防等、安全を守る意味でも、また変形予防矯正のためにも重要な

ものである。

  しかし実際に患者に使用する場合には、抑制帯という名前からも受けるよう

に、抑圧感、圧迫感などを与えがちである。そこで、それらをできる限り取り

除き、その使用目的に適合するよう配慮し、考案してみた。


